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１．はじめに 

障害者に対する保健福祉、教育、雇用をめぐる最近の

一連の動きはめまぐるしいものがある。これらの動きを

視野に入れながら、障害のある人の就労を促進するには、

職業教育の充実や雇用後の教育訓練と企業内キャリアの

育成、雇用と福祉的就労との相互移行などの多くの課題

が残っていると松為(2002)は述べている。そのような課

題を改善していくためには、様々な領域にまたがる機関

が有機的に連携し、それぞれの支援機関の有する専門的

な知識や技能を有効に活用し、地域レベルで相互に連携

のとれた支援を行う必要があると、東京都社会福祉協議

会・東京都知的障害特別支援学校就業促進研究協議会

(2008)による知的障害者就労支援研究報告書において提

言がなされている。そして、研究報告書の中では述べら

れていなかった、「就労支援に関しては、ハローワークや

就労支援センターが一斉管理し、生活支援はグループホ

ーム(以下、ＧＨと示す)などの機関において、日常生活

の中からスタッフによるサポートを得られるような支援

体制の構築が必要である」という提言が作成段階でなさ

れていた事を知り、個々の知的障害者の就労支援ネット

ワークを前提として更に必要とされている「働く知的障

害者の就労・生活支援拠点」としてのＧＨの重要性を大

きく感じた。しかし、一般就労を行う利用者に焦点を当

てた研究はなく、就労・生活支援の拠点としてのＧＨに

おける具体的な事が把握されていないのが現状である。

そこで、知的障害者のＧＨでの就労・生活支援の実態を

明らかにする必要があると考える。 

２．目的 
 ＧＨにおいて一般就労を行いながら生活している利用

者にとって、ＧＨはどのような役割を担い、影響をもた

らしていくのかを明らかにすることを目的とする。 

３．方法 

（１）知的障害者就労支援研究報告書『福祉、教育、労

働の連携による知的障害者の就業・生活支援』の読み込

みと都立あきるの学園特別支援学校進路担当者への訪問 

期間：2008 年 5月～6月 

内容：2008 年 4 月に出版された、知的障害者就労支援

研究報告書を読み込み、現在の特別支援学校卒

業生の就労状況を把握するとともに、教育、福

祉、労働が連携して就業・生活支援を行ってい

く事の重要性について調査結果とそれをもとに

なされた提言から考察した。また、研究報告書

の内容に関する疑問点をピックアップし、都立

あきるの学園特別支援学校進路担当の原智彦先

生からその疑問点についてご意見をいただいた。

また、報告書の中には明記されていない、作成

時に出されていた意見等についてのお話も伺っ

た。 

 

（２）知的障害者に対する聞き取り調査 

 期間：2008 年 10 月 22日～29日 

対象：都立あきるの学園特別支援学校進路担当の原先

生・菊池先生の協力のもと、卒業生の中から協

力していただける方を募り、またその中から８

名に絞って調査を行った。 

内容：読み込みを行った知的障害者就労支援研究報告

書をもとに調査項目を考え、以下の点を中心に

調査を行った。 

・仕事（求職中の方は求職）に関する質問 

   ・ＧＨでの生活に関する質問 

   ・自宅での生活に関する質問 

 

４．結果 

（１）知的障害者就労支援研究報告書の読み込みと都立

あきるの学園特別支援学校進路担当者への訪問 

調査研究結果を見ていくと、知的障害者の就労支援は、

特別支援学校における進路学習と就労体験、評価を経て

「個別移行支援計画」をまとめていくという、職業上の

スキルを向上させるノウハウが一定程度浸透し、それに



 2 

よって就業の場は様々な職域に広がりを見せ、障害者雇

用に関わる諸制度や支援機関の充実も着実に図られてい

るという事が伺えるが、生活支援においては決して十分

とは言えず、更なる充実を図っていく必要がある。知的

障害者の更なる雇用促進を図るうえでは、就労支援とと

もに生活支援、特に精神面に対するサポートが同時に行

われなければならない。 

また、あきるの学園特別支援学校進路担当の原智彦先生

への訪問の際、特別支援学校において早期から支援機関と

連携を図り、卒業後の定着支援の在り方を確立するための

フォローアップをしているつもりだが、そこから次の支援

に至るまでに谷間が生じてしまっているのが現状であり、

また、就労支援センターも早期から対応しているものの、

限界があるという事を伺った。そして、決して単発なもの

ではなく、労働時以外の一日の生活を常時見守る事のでき

るＧＨが、今後の就労・生活支援の大きな鍵を担っている

という事も伺う事ができた。 

（２）知的障害者に対する聞き取り調査結果 

計６事例、対象者８名の概況は以下の表の通りである。 

事例① Ｓさん(22) 男性 

愛の手帳：３度 障害程度区分：不明 

居住環境：自宅 

就業先：食肉加工工場にて肉の袋詰めなど 

事例② Ｏさん(25)、Ｍさん(20) ともに女性 

愛の手帳：Ｏさん ３度・Ｍさん ４度 

障害程度区分：Ｏさん ３・Ｍさん ２ 

居住環境：ＧＨ 

就業先：共に求職中(Ｏさんはレストランでの

調理補助、Ｍさんは企業内での事務業

務経験あり) 

事例③ Ｋさん(22) 女性 

愛の手帳：４度 障害程度区分：不明 

居住環境：自宅 

就業先：レストランにて調理補助業務 

事例④ Ｍさん(19)、Ｓさん(19) ともに女性 

愛の手帳：Ｍさん ４度、Ｓさん ３度 

障害程度区分：Ｍさん ２、Ｓさん ３ 

居住環境：ＧＨ 

就業先：Ｍさん 企業内の清掃 

    Ｓさん 企業食堂にて調理補助業務 

事例⑤ Ｍさん(19) 女性 

愛の手帳：４度 障害程度区分：３ 

居住環境：ＧＨ 

就業先：郵便局内の清掃(過去に食品加工工場

での勤務経験あり) 

事例⑥ Ａさん(20) 男性 

愛の手帳：３度 障害程度区分：３ 

居住環境：ＧＨ 

就業先：野菜加工工場にて洗浄作業 

  

① 事例１ Ｓさん 

ＧＨで生活した事により、身の回りの事を自分で行う

という事を身に付け、自宅に戻ってからもそれが生かさ

れている。家族のもとから離れ、見知らぬ土地で生活す

るという事自体がＳさんにとって大きな成長であり、Ｓ

さんにとってＧＨでの生活経験、ＧＨとその仲間の存在

は大切なものとなった。 

② 事例２ Ｏさん・Ｍさん 

Ｏさん 

ＧＨで家族でない、他人同士と同じ空間で生活する事

で、相手の事を考えて行動するという事や身の周りの事

は自分で行うという習慣を身に付けた。また、同じ障害

者同士が一緒に生活している事で、悩みを共有できたり、

お互いに気持ちを分かり合えたりする安心感をもって生

活している。 

Ｍさん 

一人暮らしを経験し、一人暮らしのメリット・デメリ

ットを知ったうえで、一緒に暮らす仲間の存在や家事の

負担の軽減、また困った時の対処をしてくれる世話人の

存在など、一人暮らしをしたからこそ分かるＧＨの良さ

がある。また、一人暮らしをしていた際にも、世話人が

常にサポートしてくれていた。→自立しても見守り続け

る存在。 

③ 事例３ Ｋさん 

ＧＨに入居前は家事の手伝いに関して受動的であった
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が、ＧＨで自主的に家事を行う習慣がつき、現在もそれ

を継続できている。ＧＨでの生活では、常に聞き役に徹

してしまう性格もあり、ＧＨ内の人間関係のトラブルに

巻き込まれていたが、その中でも中立的な立場として仲

間の相談にのってあげていた。その仲間は、自宅に戻っ

た現在においてもＫさんにとって大きな存在となってい

る。 

④ 事例４ Ｍさん・Ｓさん 

Ｍさん 

 家族で生活していた際はきちんとした生活習慣が身に

付いていなかったが（お風呂に入らない、自炊はしてい

ない etc）、ＧＨでの生活で身の周りの事は自分で行うと

いう習慣が身に付ける事ができた。また、共同生活のル

ールを理解しながら生活できるようになった。また、Ｇ

Ｈで生活力を十分に身に付け、いずれはまた家族一緒に

生活したいという目標を持って生活できている。 

Ｓさん 

休日に自宅に戻っている際には、両親の負担を少しで

も減らすべく家事の手伝いを自主的に行えている。それ

は、ＧＨで生活し始めてから家事の負担を減らす事が家

族を助ける事につながると自らが感じた事ができたから

であった。また、以前は積極的にコミュニケーションを

図るのが苦手であったが、ＧＨの世話人や他の居住者と

積極的にコミュニケーションが図れるようになった。 

⑤ 事例５ Ｍさん 

ＧＨでの世話人との何気ない会話の中から、以前の職

場での悩みを引き出してもらえた事で、Ｍさんの精神的

負担が取り除かれた。また、ＧＨに来て人の温かさやぬ

くもりを感じる事ができ、充足感を得ている。また、自

分の事を理解してくれる人達がＧＨにいるという事をＭ

さん自身が実感できた事で、ＧＨに来てから自ら積極的

にコミュニケーションがはかれるようになった。 
⑥ 事例６ Ａさん 

ＧＨに入居する前は友達や親に対して暴れる事もあっ

たが、現在は利用者とのコミュニケーションがきちんと

図られていて、また、女性の利用者が多いＧＨの中でも

トラブルを起こす事なく生活できている。常にＡさんの

様子を気にして、心配してくれている世話人の存在をは

じめ、Ａさんには以前にはなかった、様々な場所に相談

できる人がいる。 

 

５．考察 

 聞き取り調査結果の分析から、①生活しながらにして、

同じ障害者同士にしか分からない悩みを、共有でき、互

いの気持ちを分かりあえる、共に生活する仲間の存在、

②ＧＨで生活をする中で得る達成感や役割意識から自分

への自信をつけ、やがて自立への内的要求へとつながっ

ていく、自立を援助するという観点からのＧＨ、③生活

をしながら障害者の個々の状況を把握し、問題に対して

迅速な対応を行わなければならないという、アフターケ

アの重要性④仕事から帰ってきた後や休みの日などの世

話人や共に生活する仲間とその日あった出来事や些細な

話をする事によってその人が抱える悩みや思いを浮き彫

りにし、支援していく、ＧＨ内での“愚痴聞きケア”の

４点について考察した。 

そして、以上の４点を踏まえ、就労する知的障害者の

就労・生活支援におけるＧＨの役割として、（１）小さな

ことから悩みまで話す事ができ、互いを分かり合える仲

間の形成の場（２）就労の定着支援・離職後のアフター

ケアを行っていく（３）世話人が中心となり、支援機関・

学校などと連携を図る事で、障害者の周りを囲むような

一つの地域支援ネットワークを形成する（４）日常生活

でのコミュニケーションを活かして相談支援を行ってい

くという点があげられる。そしてそれは、知的障害者就

労支援研究報告書内の【本人向け調査結果 就労支援機

関に期待すること】においてあげられている、①就業後

の定着支援 ②就業先の開拓とマッチング ③相談支援 

④就業先のパイプ役の４点と合致する。ＧＨは今後の知

的障害者の就労促進において、就労支援・生活支援一体

型機関として機能し得るもの、いや、機能せねばならな

いものであるのだ。そして、ＧＨを今後更に機能させて

いくためには、ＧＨの機能を知的障害者本人に理解して

もらう必要があり、就学時の段階から、学校を中心にＧ

Ｈに関する情報を提供し、見学や体験などを計画的に実

施していき、就労支援機関においても、就労を行う利用

者に対してＧＨに関する情報提供を行うべきである。 
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６．今後の課題 

今回の調査の限界性として、第一に、聞き取り調査の

事例が８事例(そのうち２事例は２名で１事例)と、少数

のものとなってしまった事、第二に、調査対象者に関し

て、ほとんどの事例が障害者本人のみとなってしまった

ため、客観的視点に欠けている事があげられる。そのた

め、今回の調査で明らかになった結果において、偏りが

出てしまった事は否めない。 

 この調査結果を、より有効なものとしていくには、障

害者本人に対する調査に加え、ＧＨの世話人、親などか

らも聞き取り調査を行う事で、様々な視点から見たＧＨ

の存在・役割を導き出せるのではないかと考える。 

 また、ＧＨでの生活経験のない障害者、また、企業就

労を経験していない障害者に対しても調査を行う事で、

今回の対象者にはないＧＨに対するイメージや希望など

を聞き取る事ができ、より正確な調査結果が得られるの

ではないかと考える。 
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